
9月25日（水）　2024年度秋季リーグ戦第４節１回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

大阪大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

阪公大 0 0 0 1 0 0 0 3 X 4

【打者成績】 【打者成績】
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1 捕 小林魁 2 3 0 0 1 中 根来 2 4 1 0

2 二 神里 4 4 1 0 2 遊 疋田 3 3 0 0

3 右 佐竹 4 3 0 0 3 右 前田 2 3 1 0

4 三 坂元 4 4 1 0 4 指 中村 4 3 2 0

5 一 富永 3 3 0 0 5 左 林 1 3 2 3

6 指 笹谷 4 3 0 0 6 三 石守 3 3 0 0

7 中左 山下 2 3 0 0 7 一 大西 3 2 0 0

8 左 西塔 3 2 0 0 8 二 樋口 3 2 0 0

打 米澤 2 1 0 0 9 捕 小田竜 3 3 0 0

中 加藤 2 0 0 0 投 片山 2 - - -

9 遊 西口 4 2 1 0 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

投 中村 4 - - - 5 4 4 1 0 26 6 3

田口 3 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

5 3 0 0 1 28 3 0

【投手成績】 【投手成績】
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中村 7 1/3 122 33 25 6 5 4 4 4 片山 9 136 31 28 3 5 3 0 0

田口 0 2/3 2 1 1 0 0 0 0 0 合計 9 136 31 28 3 5 3 0 0

合計 8 124 34 26 6 5 4 4 4
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【戦評】

優勝に大きく影響する大事な一戦。更に気を引き締め、チーム全員で試合に挑みました。

本日先発の片山（生２・府立池田）は出だしから安定した投球を見せ、初回を三者凡退に抑えると、２回表も三人で終わらせます。

２回裏、先頭の中村（文４・市立西京）が中前安打で出塁すると、続く林（工１・大阪明星）が犠打を成功させます。先制点に繋げたいところでしたが後続が断たれ、この回は得点には至りません。

３回表、片山は二死から二本の安打と四球により満塁のピンチを背負うも、最後は三振を奪い相手打線を無失点で抑えます。

試合が動いたのは４回裏、前田（現２・須磨学園）が四球で出塁すると、四番打者の中村が内野安打で続きます。一死一二塁、チャンスの場面で林が右中間を越える適時二塁打を放ち１点を先制します。その後大西（法

３・長田）が四球を選び満塁とするも後が続かず、複数得点とすることは出来ませんでしたが、この回貴重な先制点を奪います。

５回表、四球により出塁を許すも捕手小田竜（工３・県立伊丹）の盗塁刺もあり、無失点に抑えます。

さらに６回表には、二死一塁から二塁打を許すも、林、疋田（工３・広島新庄）の好守により、ホームに進んだ走者をタッチアウト。相手に得点を与えません。

７・８回、片山は投球数が１００球を越えても調子を落とすことなく相手打線を打ち取り、どちらも三者凡退に抑えます。

そろそろ追加点が欲しい７回裏、先頭の石守が四球を選ぶと、続く大西、樋口（工３・刈谷）が２者連続で犠打を成功させ、石守は三塁まで進みます。得点のチャンスの場面でしたが惜しくも後続が続かず、追加点には結

びつきません。

しかし８回裏、一番打者でこの回先頭の根来がレフト方向へ安打を放ち出塁すると、続く疋田が犠打、前田が内野安打で続きます。一死一三塁の場面で中村も申告故意四球により出塁し、満塁の大チャンスを作ると、続く

林が捉えた打球はレフトを越え、本日二本目の適時二塁打となり、２点を奪います。その後相手の失策により１点を追加し、更に点差を広げます。

何とか守り切りたい９回表、この回もマウンドを任された片山は、落ち着いた投球で最初の打者を投ゴロに抑えると、続く打者も危なげなく打ち取り、片山は完封勝利し試合終了。４－０で勝利いたしました。


